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§１．研究成果の概要 

 
本研究ではカクテルパーティ効果に着目しその効果を享受しやすい音声処理を提案し、オンラ

イン話者とオフライン話者の音声の選択的聴取をしやすくするシステムを実現する。そのために、

（１）話者の個人性と発話内容を保持しながらも、選択的聴取性を上げる畳み込みニューラルネット

ワークの作成、（２）聴覚心理学の知見に基づく音声変換に取り組んだ。（1）については、基本周波

数を一定量変換することで選択的聴取性を向上させるという先行研究があるが、それでは音声の

個人性が失われるという問題が生じる。そこで、人間に対する聞き取りテストの正答率の結果と相

関のある音声の客観的明瞭度と、時間-周波数軸上での音声の類似度を測定するマルチスケール

スペクトログラムを損失関数として用いた。その結果、話者の音声の明瞭度は向上することがわか

った。 
 また、制御理論を専門としている ACT-X 1 期生の藤本先生と共同研究を行い、カーネル正則

化によるインパルス応答推定を行った。このうち音響の実測部分の設計を担当した。 
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